
 

 

 

 

 

幹事会の報告について 
 

 

 

 

○第１回 幹事会 平成２８年６月３０日（木） 

（１） 協 議 会 規 約 について 

（２） 第 1 回 協 議 会 の報 告 について 

（３） 各 自 治 体 等 における減 災 に係 る現 状 の取 組 と課 題 及 び 

 目 標 達 成 のための取 組 （案 ）について 

（４） 最 上 川 上 流 域 の取 組 方 針 （たたき台 ）について 

（５） 取 組 に関 するヒアリング調 査 について 

 

 

○第２回 幹事会 平成２８年７月２９日（金） 

（１）各 自 治 体 等 における減 災 に係 る現 状 の取 組 と課 題 及 び 

目 標 達 成 のための取 組 （案 ）について 

（２）「最 上 川 上 流 域 の取 組 方 針 （案 ）」について 

 

 

 

 

※参 加 者 は、次 項 のとおり 

 
 

資 料 －１



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：平成 28 年 6 月 30 日（木） 10 時 00 分～11 時 30 分 

場所：国土交通省 山形河川国道事務所 大会議室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：平成 28 年 7 月 29 日（金） 10 時 00 分～11 時 30 分 

場所：国土交通省 山形河川国道事務所 大会議室 



主な意見内容
○東根町と協定を結んで広域避難を実践して

いる（河北町）
○住民参加の水防訓練は、意識啓発と危険

のない範囲で住民も水防に参加頂きたい
思いを込めて実施している（河北町）

○水防団員数を確保するため、上限年齢を60
歳から65歳に引き上げたり、複数の地区で
分団をまたいで協力し合っている（南陽市）

○大規模災害の洪水の意味合いを確認した
い（山形県置賜総合支庁）

最上川上流大規模氾濫時の減災対策協議会 幹事会、及び取組に関するヒアリング

【最上川上流の減災対策協議会 幹事会について】
■幹事会は、協議会の運営に必要な情報交換、調査、分析、減災対策等の各種検討、調整を行うことを目的とする。
各種検討、調整結果について協議会へ報告する。

■幹事会を2回開催し、最上川上流において大規模な氾濫が発生した場合を想定し、現状の取組状況及び課題の
確認、目標、概ね５年で実施する取組について具体的に議論した。また、取組に関して20市町、山形県、山形地
方気象台へのヒアリング調査を実施し、広域的な取組に関する共通認識を確認した。

第1回幹事会
於：山形河国、H28.6.30（木）

取組に関するヒアリング
各自治体、気象台、山形県を訪問実施

第2回幹事会
於：山形河国、H28.7.29（金）

主な意見内容
○洪水対応時の資機材のスムーズな貸与の

ため、国が保有する水防資機材の一覧が
あれば有り難い（寒河江市）

○毎年、10程度の自主防災組織で訓練を
行っており、訓練中でのまち歩きによる危
険箇所の把握を考えていきたい（東根市）

○3市2町で応援協定を締結しており、隣接自
治体の避難所への避難をお願いしている
（山形市）

○洪水に関する防災教育は是非進めて頂き
たい（長井市）

主な意見内容
○取組方針の資料については視覚で訴える

表現とした方が分かり易い（東根市）
○CCTVカメラ映像の受信、ホットラインの活

用など、事業を実施する側と、それを受け
る側を区分けした方がよい（山形市）

目的： 取組の現状と課題、取組の協議 目的： ５ブロック毎に取組に対する意見把握 目的： 取組（案）の取りまとめ

河北町の発言状況 南陽市の発言状況
東南村山地域
（H28.7.15）

西村山地域
（H28.7.14）

東根市の発言状況 山形市の発言状況

※第2回幹事会で取りまとめた取組（案）に
ついて、各構成員が持ち帰り、自組織内
での最終確認を実施

※個別意見の最終集約を行い、取組み
（案）を取りまとめた


